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ぼ く と わ た し の 絵

保
育
園
の
お
涼
み
会
、
と
っ
て
も
楽
し

か
っ
た
な
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
チ
ョ

コ
バ
ナ
ナ
、
流
し
そ
う
め
ん
も
食
べ
た

よ
。
花
火
は
音
が
大
き
く
て
び
っ
く
り

し
た
け
ど
、と
っ
て
も
き
れ
い
だ
っ
た！
！

畠
山
　
莉
菜
さ
ん
（
う
め
組
）

お
母
さ
ん
と
弟
の
ゆ
う
じ
と
一
緒
に

お
買
い
物
に
行
っ
た
よ
。
ぼ
く
は

宇
宙
人
の
お
も
ち
ゃ
、
ゆ
う
じ
は

ロ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
ん
だ
！

嬉
し
か
っ
た
な！
！

佐
々
木
　
一
豊
く
ん（
う
め
組
）

り
な

は
た
け
や
ま

き
か
ず
と
よ

さ
さ

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

長
　
根
　
郁
　
斗
く
ん

Ｈ
26
・
６
・
12
生

（
地
区
）
戸
来

（
マ
マ
）
美
穂

マ
マ
の
ね
が
い

い
つ
ま
で
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
い
て
ね
。

な
が

ね
い
く

と

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

平
成
２
6年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

9
月 な

が
つ
き

Se
pt
em
be
r

長
 月

人
の
動
き

男
　
1,
31
4人
（
－
４
人
）

女
　
1,
38
4人
（
－
３
人
）

計
　
2,
69
8人
（
－
７
人
）

世
帯
数
94
2世
帯（
＋
１
世
帯
）

（
平
成
2
7
年
７
月
末
現
在
）

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
27
年

サ
フ
ァ
イ
ア（
青
石
）

̶
徳
望
・
誠
実
̶

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
５
年
９
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

日
曜

１
火
特
定
健
診

３
木
特
定
健
診
（
～
４
日
）

４
金
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

粗
大
ご
み
収
集
受
付
（
～
11
日
）

６
日
第
2
3
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
（
青
森
市
）

７
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

８
火
特
定
健
診

行
政
相
談

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
  
相
談
室
　
1
3：
0
0
～
1
5：
0
0

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
1
0：
0
0
～
1
2：
0
0

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

美
郷
館
　
1
0：
0
0
～

美
郷
館

美
郷
館
　
1
1：
0
0
～
1
4：
0
0

９
水
障
が
い
者
相
談
日

1
0
木
特
定
健
診
（
～
11
日
）

資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

1
1
金
人
権
相
談

第
42
回
青
森
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
三
八
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

1
3
日
新
郷
村
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー

1
4
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

1
5
火
特
定
健
診

1
6
水
敬
老
会

1
7
木
母
と
子
の
栄
養
教
室
・
乳
幼
児
健
康
相
談

特
定
健
診
（
～
18
日
）

1
8
金
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

粗
大
ご
み
収
集
日

2
1
月
敬
老
の
日

2
0
日
第
4
0
4
回
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

2
2
火
国
民
の
休
日

2
3
水
秋
分
の
日
　
第
5
0
回
村
民
体
育
大
会

2
4
木
特
定
健
診
（
～
25
日
）

2
5
金

狂
犬
病
予
防
注
射
・
登
録
　
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

2
7
日
南
部
・
津
軽
の
民
謡
ま
つ
り
（
入
場
無
料
）

2
8
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

2
9
火
特
定
健
診

3
0
水
国
民
健
康
保
険
税
第
２
期
納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
普
通
徴
収
第
２
期
納
期
限

介
護
保
険
料
普
通
徴
収
第
２
期
納
期
限

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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神
無
月

８月１日　村営の学習塾「新郷村学習塾」が開設され、村の歴史に
新たな１ページが加わりました。（関連記事２ページ）

８月１日　村営の学習塾「新郷村学習塾」が開設され、村の歴史に
新たな１ページが加わりました。（関連記事２ページ）

「新郷村学習塾」オープン！
目標に向かって前進あるのみ。
「新郷村学習塾」オープン！
目標に向かって前進あるのみ。



2３　広報しんごう　H27・８

生
徒
の
学
力
向
上
や
地
域
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
８
月

１
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
村

営
学
習
塾「
新
郷
村
学
習
塾
」が
開

設
さ
れ
、
村
の
歴
史
に
新
た
な
一

歩
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

村
内
の
中
学
３
年
生
23
名
が
受

講
を
希
望
し
た
も
の
の
、
こ
の
日

は
八
戸
市
内
の
高
校
の
体
験
入
学

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
出

席
者
は
14
名
。

開
塾
式
で
は
、
塾
長
の
菊
池
教

育
長
が
生
徒
を
前
に
激
励
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
簡
単
な

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

最
初
の
講
習
は
英
語
で
、

現
在
野
沢
中
学
校
非
常
勤
講

師
の
小
笠
原
綾
香
さ
ん（
お

い
ら
せ
町
在
住
）が
学
習
指

導
員（
講
師
）を
務
め
、
力
だ

め
し
と
ば
か
り
に
テ
ス
ト
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

の
講
習
は
数
学
で
、
講
師
は

元
野
沢
中
学
校
校
長
の
一
戸

宗
雄
さ
ん（
三
戸
町
在
住
）。

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
３
階

に
は
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
こ
と

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
私
服

で
の
受
講
が
認
め
ら
れ
、
暑

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い

の
意
気
込
み
で
鉛
筆
を
走
ら

せ
て
い
ま
し
た
。

８
月
４
日
、
美
郷
館
で「
新
郷

村
戦
没
者
追
悼
式
」が
開
催
さ
れ
、

遺
族
ら
約
60
人
が
先
の
大
戦
で
亡

く
な
ら
れ
た
か
た
が
た
の
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
参
列
者
全
員
で
黙

と
う
を
捧
げ
、
村
遺
族
会
会
長
の

崩
光
雄
さ
ん
が
追
悼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
参
列
者
が

白
菊
を
献
花
後
、
金
ヶ
沢
コ
ー
ラ

ス
の
み
な
さ
ん
が
追
悼
合
唱
を
捧

げ
ま
し
た
。

８
月
５
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
共
進
会
会
場
で
、
第
50

回
五
戸
地
方
畜
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
、
本
村
と
五
戸
町
か
ら
36
頭

の
肉
用
種
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
30
度
を
超
え
る
気
温

と
な
り
、
牛
の
体
調
を
気
づ
か
う

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
出

品
者
の
家
族
ら
も
大
勢
訪
れ
、
審

査
の
様
子
を
熱
心
に
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
、
福
山
満
さ
ん
の

肉
用
種「
ま
い
ひ
め
」が
み
ご
と
選

ば
れ
ま
し
た
。

今
年
５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
２
０
１
５
」で
、
住
民
の

参
加
率
１
１
７
％
を
記
録
し
た
本

村
に
、
主
催
し
た
笹
川
ス
ポ
ー
ツ

財
団
か
ら
７
月
24
日
、『
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
大
賞
』と『
カ
テ
ゴ
リ
ー
優

秀
賞
』の
２
つ
の
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

庁
舎
２
階
で
行
わ
れ
た
授
与
式

で
は
、
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
渡

邉
一
利
専
務
理
事
か
ら
、
須
藤
村

長
と
日
向
昌
徳
三
ッ
岳
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
顧
問
に
、
記
念
の
盾
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
渡
邉
専
務
理
事

は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
新
郷
村

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
お
け
る
イ

ベ
ン
ト
企
画
力
は
、
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
る
」と
高
評
価
。

ま
た
、
同
月
30
日
に
は
美
郷
館

で
結
果
報
告
会
が
開
か
れ
、
村
内

か
ら
関
係
者
約
55
名
が
出
席
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
模
様
を
写
し

た
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
た
後
、

来
年
の
勝
利
に
向
け
杉
村
勝
司
村

体
育
協
会
会
長
の
発
声
で
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
を
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

英
語
と
数
学
を
無
料
で
受
講

育
長
が
生
徒
を
前
に
激
励
。

育
長
が
生
徒
を
前
に
激
励
。

育
長
が
生
徒
を
前
に
激
励
。

育
長
が
生
徒
を
前
に
激
励
。

育
長
が
生
徒
を
前
に
激
励
。

育
長
が
生
徒
を
前
に
激
励
。

育
長
が
生
徒
を
前
に
激
励
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
簡
単
な

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
簡
単
な

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
簡
単
な

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
簡
単
な

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
簡
単
な

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　最
初
の
講
習
は
英
語
で
、

現
在
野
沢
中
学
校
非
常
勤
講

現
在
野
沢
中
学
校
非
常
勤
講

現
在
野
沢
中
学
校
非
常
勤
講

現
在
野
沢
中
学
校
非
常
勤
講

師
の
小
笠
原
綾
香
さ
ん

師
の
小
笠
原
綾
香
さ
ん

い
ら
せ
町
在
住

い
ら
せ
町
在
住

い
ら
せ
町
在
住

導
員
導
員

め
し
と
ば
か
り
に
テ
ス
ト
が

め
し
と
ば
か
り
に
テ
ス
ト
が

め
し
と
ば
か
り
に
テ
ス
ト
が

め
し
と
ば
か
り
に
テ
ス
ト
が

め
し
と
ば
か
り
に
テ
ス
ト
が

め
し
と
ば
か
り
に
テ
ス
ト
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

の
講
習
は
数
学
で
、
講
師
は

の
講
習
は
数
学
で
、
講
師
は

の
講
習
は
数
学
で
、
講
師
は

元
野
沢
中
学
校
校
長
の
一
戸

元
野
沢
中
学
校
校
長
の
一
戸

元
野
沢
中
学
校
校
長
の
一
戸

元
野
沢
中
学
校
校
長
の
一
戸

元
野
沢
中
学
校
校
長
の
一
戸

元
野
沢
中
学
校
校
長
の
一
戸

元
野
沢
中
学
校
校
長
の
一
戸

宗
雄
さ
ん

宗
雄
さ
ん

宗
雄
さ
ん

宗
雄
さ
ん

宗
雄
さ
ん

宗
雄
さ
ん

　山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
３
階

に
は
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
こ
と

に
は
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
こ
と

に
は
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
こ
と

に
は
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
こ
と

に
は
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
こ
と

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
私
服

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
私
服

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
私
服

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
私
服

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
私
服

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
私
服

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
私
服

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
私
服

で
の
受
講
が
認
め
ら
れ
、
暑

で
の
受
講
が
認
め
ら
れ
、
暑

で
の
受
講
が
認
め
ら
れ
、
暑

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い

の
意
気
込
み
で
鉛
筆
を
走
ら

の
意
気
込
み
で
鉛
筆
を
走
ら

せ
て
い
ま
し
た
。

せ
て
い
ま
し
た
。

せ
て
い
ま
し
た
。

戦
後
７０

年…

恒
久
平
和
の
願
い
を
込
め

新
郷
村
戦
没
者
追
悼
式

戦
後
７０

年…

恒
久
平
和
の
願
い
を
込
め

新
郷
村
戦
没
者
追
悼
式

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
は

福
山
満
さ
ん（
扇
ノ
沢
）の「
ま
い
ひ
め
」号
に
決
定
！

五
戸
町

15
頭
を
出
品

新
郷
村

21
頭

鵜澤  愛美さん
（野沢中３）

坂下  和輝くん
（新郷中３）

私
は
あ
ま
り
勉
強
が
好
き

じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
塾
の

申
し
込
み
が
き
た
時
は
や
り
た

く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
テ
ス

ト
の
点
数
を
見
た
ら
少
し
心
配

に
な
っ
て
し
ま
い
、
受
け
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　親
は
私
の
受
験
が
心
配
だ
か

ら
、
村
営
の
塾
に
行
か
せ
た
い

と
言
っ
て
ま
し
た
。

中村 伴子さん
（下通り）

　義
父
の
弟
が
戦
死
し
ま
し
た
。

私
も
戦
争
体
験
者
で
あ
り
、
５

歳
く
ら
い
の
時
、
飛
行
機
が
飛

ん
で
く
る
と
、
荷
物
を
入
れ
た

ト
ラ
ン
ク
を
背
負
っ
て
防
空
壕

に
逃
げ
た
も
の
で
す
。
絶
対
に

戦
争
が
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

工藤  茂美さん
（鹿　田）

父
の
弟
が
戦
死
し
ま
し
た
。

遺
影
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
で

亡
く
な
っ
た
の
か
は
記
憶
し
て

ま
せ
ん
。
私
の
父
も
戦
後
、

ソ
連
で
捕
虜
に
な
っ
た
者
の

一
人
で
す
。
自
衛
隊
は
あ
ま
り

戦
争
に
関
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い

で
す
。

学
習
塾
に
き
て
、
し
っ
か
り

勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

中
学
校
の
テ
ス
ト
の
点
数
を

も
っ
と
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

部 等級 出品者氏名 地区
優等 福山　　満 新郷村

第１部
１等

谷地村久人 新郷村
髙長根博樹 新郷村

優等 奥山　　真 新郷村
第２部

１等
三浦恵美子 五戸町
髙根　貴明 新郷村

優等 髙根　貴明 新郷村
第３部

１等
髙根　貴明 新郷村
遠藤　郁子 新郷村

優等 横田　竜也 新郷村
第４部

１等
立花　豊治 五戸町
髙長根博樹 新郷村

優等
三浦恵美子 五戸町

母系群
三浦恵美子 五戸町

１等
谷地村久人 新郷村
谷地村久人 新郷村

第50回
五戸地方畜産共進会受賞者名簿
◎肉用種（黒毛和種）

英霊に白菊を手向ける参列者

学習指導員のお二人

笹川スポーツ財団の渡邉専務理事（中央）と関係者

美郷館で開かれた結果報告会

たのもしい若手後継者の受賞（右の写真が横田竜也さん、左の写真が三浦
五戸町長から表彰状を贈られる奥山真さん）

グランドチャンピオン賞の賞状を
手に福山満さん

第50回五戸地方畜産共進会

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
授
与
式
＆

結
果
報
告
会

『
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
大
賞
』『
カ
テ
ゴ
リ
ー
優
秀
賞
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
）』

村
の
歴
史
に
新
た
な
一
歩
が
刻
ま
れ
ま
し
た
！

　
村
営
の「
新
郷
村
学
習
塾
」を
開
設

村
の
歴
史
に
新
た
な
一
歩
が
刻
ま
れ
ま
し
た
！

　
村
営
の「
新
郷
村
学
習
塾
」を
開
設
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生
徒
の
学
力
向
上
や
地
域
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
８
月

１
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
村

営
学
習
塾「
新
郷
村
学
習
塾
」が
開

設
さ
れ
、
村
の
歴
史
に
新
た
な
一

歩
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

村
内
の
中
学
３
年
生
23
名
が
受

講
を
希
望
し
た
も
の
の
、
こ
の
日

は
八
戸
市
内
の
高
校
の
体
験
入
学

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
出

席
者
は
14
名
。

開
塾
式
で
は
、
塾
長
の
菊
池
教

育
長
が
生
徒
を
前
に
激
励
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
簡
単
な

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

最
初
の
講
習
は
英
語
で
、

現
在
野
沢
中
学
校
非
常
勤
講

師
の
小
笠
原
綾
香
さ
ん（
お

い
ら
せ
町
在
住
）が
学
習
指

導
員（
講
師
）を
務
め
、
力
だ

め
し
と
ば
か
り
に
テ
ス
ト
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

の
講
習
は
数
学
で
、
講
師
は

元
野
沢
中
学
校
校
長
の
一
戸

宗
雄
さ
ん（
三
戸
町
在
住
）。

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
３
階

に
は
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
こ
と

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
私
服

で
の
受
講
が
認
め
ら
れ
、
暑

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い

の
意
気
込
み
で
鉛
筆
を
走
ら

せ
て
い
ま
し
た
。

８
月
４
日
、
美
郷
館
で「
新
郷

村
戦
没
者
追
悼
式
」が
開
催
さ
れ
、

遺
族
ら
約
60
人
が
先
の
大
戦
で
亡

く
な
ら
れ
た
か
た
が
た
の
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
参
列
者
全
員
で
黙

と
う
を
捧
げ
、
村
遺
族
会
会
長
の

崩
光
雄
さ
ん
が
追
悼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
参
列
者
が

白
菊
を
献
花
後
、
金
ヶ
沢
コ
ー
ラ

ス
の
み
な
さ
ん
が
追
悼
合
唱
を
捧

げ
ま
し
た
。

　８
月
５
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
共
進
会
会
場
で
、
第
50

回
五
戸
地
方
畜
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
、
本
村
と
五
戸
町
か
ら
36
頭

の
肉
用
種
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
30
度
を
超
え
る
気
温

と
な
り
、
牛
の
体
調
を
気
づ
か
う

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
出

品
者
の
家
族
ら
も
大
勢
訪
れ
、
審

査
の
様
子
を
熱
心
に
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。

　審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
、
福
山
満
さ
ん
の

肉
用
種「
ま
い
ひ
め
」が
み
ご
と
選

ば
れ
ま
し
た
。

　今
年
５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
２
０
１
５
」で
、
住
民
の

参
加
率
１
１
７
％
を
記
録
し
た
本

村
に
、
主
催
し
た
笹
川
ス
ポ
ー
ツ

財
団
か
ら
７
月
24
日
、『
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
大
賞
』と『
カ
テ
ゴ
リ
ー
優

秀
賞
』の
２
つ
の
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　庁
舎
２
階
で
行
わ
れ
た
授
与
式

で
は
、
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
渡

邉
一
利
専
務
理
事
か
ら
、
須
藤
村

長
と
日
向
昌
徳
三
ッ
岳
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
顧
問
に
、
記
念
の
盾
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
渡
邉
専
務
理
事

は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
新
郷
村

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
お
け
る
イ

ベ
ン
ト
企
画
力
は
、
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
る
」と
高
評
価
。

ま
た
、
同
月
30
日
に
は
美
郷
館

で
結
果
報
告
会
が
開
か
れ
、
村
内

か
ら
関
係
者
約
55
名
が
出
席
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
模
様
を
写
し

た
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
た
後
、

来
年
の
勝
利
に
向
け
杉
村
勝
司
村

体
育
協
会
会
長
の
発
声
で
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
を
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

英
語
と
数
学
を
無
料
で
受
講

戦
後
７０

年…

恒
久
平
和
の
願
い
を
込
め

新
郷
村
戦
没
者
追
悼
式

戦
後
７０

年…

恒
久
平
和
の
願
い
を
込
め

新
郷
村
戦
没
者
追
悼
式

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
は

福
山
満
さ
ん（
扇
ノ
沢
）の「
ま
い
ひ
め
」号
に
決
定
！

五
戸
町

　15
頭
を
出
品

新
郷
村

21
頭

鵜澤  愛美さん
（野沢中３）

坂下  和輝くん
（新郷中３）

私
は
あ
ま
り
勉
強
が
好
き

じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
塾
の

申
し
込
み
が
き
た
時
は
や
り
た

く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
テ
ス

ト
の
点
数
を
見
た
ら
少
し
心
配

に
な
っ
て
し
ま
い
、
受
け
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

親
は
私
の
受
験
が
心
配
だ
か

ら
、
村
営
の
塾
に
行
か
せ
た
い

と
言
っ
て
ま
し
た
。

中村 伴子さん
（下通り）

義
父
の
弟
が
戦
死
し
ま
し
た
。

私
も
戦
争
体
験
者
で
あ
り
、
５

歳
く
ら
い
の
時
、
飛
行
機
が
飛

ん
で
く
る
と
、
荷
物
を
入
れ
た

ト
ラ
ン
ク
を
背
負
っ
て
防
空
壕

に
逃
げ
た
も
の
で
す
。
絶
対
に

戦
争
が
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

工藤  茂美さん
（鹿　田）

父
の
弟
が
戦
死
し
ま
し
た
。

遺
影
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
で

亡
く
な
っ
た
の
か
は
記
憶
し
て

ま
せ
ん
。
私
の
父
も
戦
後
、

ソ
連
で
捕
虜
に
な
っ
た
者
の

一
人
で
す
。
自
衛
隊
は
あ
ま
り

戦
争
に
関
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い

で
す
。

学
習
塾
に
き
て
、
し
っ
か
り

勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

中
学
校
の
テ
ス
ト
の
点
数
を

も
っ
と
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

部 等級 出品者氏名 地区
優等 福山　　満 新郷村

第１部
１等

谷地村久人 新郷村
髙長根博樹 新郷村

優等 奥山　　真 新郷村
第２部

１等
三浦恵美子 五戸町
髙根　貴明 新郷村

優等 髙根　貴明 新郷村
第３部

１等
髙根　貴明 新郷村
遠藤　郁子 新郷村

優等 横田　竜也 新郷村
第４部

１等
立花　豊治 五戸町
髙長根博樹 新郷村

優等
三浦恵美子 五戸町

母系群
三浦恵美子 五戸町

１等
谷地村久人 新郷村
谷地村久人 新郷村

第50回
五戸地方畜産共進会受賞者名簿 
◎肉用種（黒毛和種）

英霊に白菊を手向ける参列者

学習指導員のお二人

笹川スポーツ財団の渡邉専務理事（中央）と関係者

美郷館で開かれた結果報告会

たのもしい若手後継者の受賞（右の写真が横田竜也さん、左の写真が三浦
五戸町長から表彰状を贈られる奥山真さん）

グランドチャンピオン賞の賞状を
手に福山満さん

第50回五戸地方畜産共進会

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
授
与
式
＆

結
果
報
告
会

『
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
大
賞
』『
カ
テ
ゴ
リ
ー
優
秀
賞
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
）』

村
の
歴
史
に
新
た
な
一
歩
が
刻
ま
れ
ま
し
た
！

村
営
の「
新
郷
村
学
習
塾
」を
開
設

村
の
歴
史
に
新
た
な
一
歩
が
刻
ま
れ
ま
し
た
！

村
営
の「
新
郷
村
学
習
塾
」を
開
設



「
第
47
回
新
郷
村
成
人
祭
」が

８
月
13
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
対
象
者
18
人

中
12
人
が
出
席
し
、
二
十
歳
と

い
う
人
生
に
お
け
る
節
目
に
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
の
中
田

圭
武
さ
ん
が
村
民
憲
章
を
唱

和
。
菊
池
教
育
長
が
成
人
者
一

人
ひ
と
り
の
名
前
を
呼
ん
で
紹

介
後
、
須
藤
村
長
が
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

成
人
者
を
代
表
し
、
福
山
愛

李
さ
ん
に
村
か
ら
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
鹿
島
佳
奈
子
さ
ん
が「
成

人
と
し
て
の
自
覚
を
し
っ
か
り

持
ち
、
日
々
を
大
切
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
」と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
下
通
り
出

身
で
現
在
、
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ

研
究
推
進
機
構（
医
学
研
究
科
）

で
教
授
を
務
め
る
村
下
公
一
さ

ん
が
、「
意
思
あ
る
と
こ
ろ
に
道

は
開
け
る
」と
題
し
て
講
演
。

「
自
分
の
故
郷
自
慢
が
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う
」ま
た
、「
若
い

時
か
ら
自
分
の
健
康
の
こ
と
を

意
識
し
て
行
動
し
よ
う
」な
ど

と
新
成
人
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。

新
成
人
た
ち
は
出
席
し
た
恩

師
９
人
と
近
況
を
語
り
合
っ
た

り
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
撮
っ
た

り
と
旧
交
を
あ
た
た
め
て
い
ま

し
た
。

４

新
郷
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
須
藤
良
美
会
長
）と
新
郷
村
交
通

安
全
母
の
会
連
合
会（
佐
藤
真
紀
子

会
長
）は
７
月
24
日
、
村
診
療
所
前

で
交
通
安
全
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
を

実
施
し
ま
し
た
。

村
診
療
所
前
で
行
わ
れ
た
こ
の

作
戦
に
は
、
交
通
指
導
隊
員
や
五

戸
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
役
員

ら
約
20
名
が
参
加
。
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
安
全
の
啓
蒙
チ
ラ
シ
な
ど

を
配
布
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

第
36
回
三
八
地
区
農
業
委
員
大

会
が
７
月
29
日
、
美
郷
館
で
開
催

さ
れ
、
三
八
地
方
の
農
業
委
員
約

１
８
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
久
保
沢
壽
一
三
八

地
区
農
業
委
員
会
連
絡
協
議
会
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
須
藤
村

長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
次
に
、
昨
年
の
大
会
で
要

請
決
議
さ
れ
た
事
項
の
経
過
が
報

告
さ
れ
た
後
、
実
効
性
の
あ
る
農

地
の
規
制
と
活
用
な
ど
２
議
案
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

美郷館で開催された三八地区農業委員大会

減農薬等で栽培した食材を使い、食事を提供している
平川市の農家レストランにて 平川市のりんご専業農家のほ場を視察する会員

診療所前で安全運転を呼びかける交通安全母の会会員ら

村
農
業
後
継
者
の
会
き
み
部
会

が
栽
培
し
て
い
る「
郷
の
き
み
」が

今
年
か
ら
三
八
五
流
通
㈱
の
ネ
ッ

ト
販
売「
銀
座
夢
百
科
」を
は
じ
め

と
す
る
グ
ル
ー
プ
各
社
で
取
り

扱
い
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
、

８
月
11
日
、
三
八
五
流
通
㈱
主
催

の
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
で「
郷
の
き
み
」

の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
食
会
に
は
、
き
み
部
会
の
メ

ン
バ
ー
10
名
が
参
加
し
、
ゆ
で
た

て
の
き
み
を
来
場
者
約
２
５
０
名

に
試
食
し
て
も
ら
い
、
自
慢
の
甘

い
き
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

郷
の
き
み
は
大
好
評
で
、
き
み

部
会
で
は
需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

「
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

と
は
、
五
戸
地
方
に
在
住
す
る
女
性

で
、
大
型
特
殊（
農
業
機
械
）免
許
を

持
つ
方
が
会
員
と
な
る
資
格
が
あ

り
、
農
作
業
事
故
の
防
止
や
農
業
機

械
の
操
作
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
現
在
の
会
員
数
は
11
名
で
、
会
長

は
大
谷
地
の
谷
地
村
和
子
さ
ん
）

７
月
29
日
、
ク
ラ
ブ
員
９
名
が
会

発
足
後
初
め
て
の
視
察
研
修
を
行

い
、
最
初
に
訪
問
し
た
の
は
平
川
市

の
り
ん
ご
専
業
農
家
。
こ
の
農
家
で

は
、
ほ
場
の
危
険
箇
所
を
マ
ッ
プ
に

し
た
り
、
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場

合
の
連
絡
先
一
覧
表
を
農
作
業
小
屋

に
張
っ
て
お
い
た
り
と
、
常
日
頃
か

ら
働
き
や
す
い
環
境
作
り
を
心
が
け

て
い
る
こ
と
な
ど
を
園
主
か
ら
説
明

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
市

で
減
農
薬
等
で
栽
培
し
た
食
材
を
使

っ
た
食
事
を
、
月
１
回
提
供
し
て
い

る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
も
視
察
し
、
旬

の
農
産
物
で
作
ら
れ
た
ラ
ン
チ
を
味

わ
い
ま
し
た
。

わ

こ

恩師や級友といっしょに記念撮影（山村開発センターにて）

新成人を前に記念講演をする村下公一さん（新郷中学校出身） 須藤村長から記念品を贈られる福山愛季さん（左）新成人を前に記念講演をする村下公一さん（新郷中学校出身） 須藤村長から記念品を贈られる福山愛季さん（左） 村民憲章を唱和する中田圭武さん村民憲章を唱和する中田圭武さん

　今の
仕
事
を
極
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な

り
た
い
で
す
。

　
今
年
は
就
職
活
動
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
頑

張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
を

重
ね
て
も
、
み
ん
な
と
仲
良

く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

５　広報しんごう　H27・８

﨑　匠さん
さき たくみ さとう な な こ

佐藤　奈々子さん

第47回 新郷村成人祭祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
－恩師９人が教え子の成人を祝い出席－

18
人
が
新
成
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構（
医
学
研
究
科
）

教
授
村
下
公
一
氏（
下
通
り
出
身
）が
記
念
講
演

村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
村
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

街
頭
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦

三
八
地
区
農
業
委
員
大
会

農
業
委
員
１
８
０
名
が
一
堂
に
会
す

「郷のきみ」のPRに励む農業後継者の会会員

三
八
五
グ
ル
ー
プ
と
の

販
売
取
引
開
始
！

「
郷
の
き
み
」

「
郷
の
き
み
」

「
郷
の
き
み
」

「
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

「
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

農
作
業
事
故
防
止
を
め
ざ
し
、

初
め
て
の
視
察
研
修
を
実
施

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
も
！



　「
第
47
回
新
郷
村
成
人
祭
」が

８
月
13
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
対
象
者
18
人

中
12
人
が
出
席
し
、
二
十
歳
と

い
う
人
生
に
お
け
る
節
目
に
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
新
成
人
の
中
田

圭
武
さ
ん
が
村
民
憲
章
を
唱

和
。
菊
池
教
育
長
が
成
人
者
一

人
ひ
と
り
の
名
前
を
呼
ん
で
紹

介
後
、
須
藤
村
長
が
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　成
人
者
を
代
表
し
、
福
山
愛

李
さ
ん
に
村
か
ら
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
鹿
島
佳
奈
子
さ
ん
が「
成

人
と
し
て
の
自
覚
を
し
っ
か
り

持
ち
、
日
々
を
大
切
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
」と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　記
念
講
演
で
は
、
下
通
り
出

身
で
現
在
、
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ

研
究
推
進
機
構（
医
学
研
究
科
）

で
教
授
を
務
め
る
村
下
公
一
さ

ん
が
、「
意
思
あ
る
と
こ
ろ
に
道

は
開
け
る
」と
題
し
て
講
演
。

「
自
分
の
故
郷
自
慢
が
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う
」ま
た
、「
若
い

時
か
ら
自
分
の
健
康
の
こ
と
を

意
識
し
て
行
動
し
よ
う
」な
ど

と
新
成
人
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。

　新
成
人
た
ち
は
出
席
し
た
恩

師
９
人
と
近
況
を
語
り
合
っ
た

り
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
撮
っ
た

り
と
旧
交
を
あ
た
た
め
て
い
ま

し
た
。

４

　新
郷
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
須
藤
良
美
会
長
）と
新
郷
村
交
通

安
全
母
の
会
連
合
会（
佐
藤
真
紀
子

会
長
）は
７
月
24
日
、
村
診
療
所
前

で
交
通
安
全
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
を

実
施
し
ま
し
た
。

　村
診
療
所
前
で
行
わ
れ
た
こ
の

作
戦
に
は
、
交
通
指
導
隊
員
や
五

戸
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
役
員

ら
約
20
名
が
参
加
。
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
安
全
の
啓
蒙
チ
ラ
シ
な
ど

を
配
布
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　第
36
回
三
八
地
区
農
業
委
員
大

会
が
７
月
29
日
、
美
郷
館
で
開
催

さ
れ
、
三
八
地
方
の
農
業
委
員
約

１
８
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　大
会
で
は
、
久
保
沢
壽
一
三
八

地
区
農
業
委
員
会
連
絡
協
議
会
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
須
藤
村

長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
次
に
、
昨
年
の
大
会
で
要

請
決
議
さ
れ
た
事
項
の
経
過
が
報

告
さ
れ
た
後
、
実
効
性
の
あ
る
農

地
の
規
制
と
活
用
な
ど
２
議
案
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

美郷館で開催された三八地区農業委員大会

減農薬等で栽培した食材を使い、食事を提供している
平川市の農家レストランにて 平川市のりんご専業農家のほ場を視察する会員

診療所前で安全運転を呼びかける交通安全母の会会員ら

　村
農
業
後
継
者
の
会
き
み
部
会

が
栽
培
し
て
い
る「
郷
の
き
み
」が

今
年
か
ら
三
八
五
流
通
㈱
の
ネ
ッ

ト
販
売「
銀
座
夢
百
科
」を
は
じ
め

と
す
る
グ
ル
ー
プ
各
社
で
取
り

扱
い
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
、

８
月
11
日
、
三
八
五
流
通
㈱
主
催

の
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
で「
郷
の
き
み
」

の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　試
食
会
に
は
、
き
み
部
会
の
メ

ン
バ
ー
10
名
が
参
加
し
、
ゆ
で
た

て
の
き
み
を
来
場
者
約
２
５
０
名

に
試
食
し
て
も
ら
い
、
自
慢
の
甘

い
き
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　郷
の
き
み
は
大
好
評
で
、
き
み

部
会
で
は
需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　「
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

と
は
、
五
戸
地
方
に
在
住
す
る
女
性

で
、
大
型
特
殊（
農
業
機
械
）免
許
を

持
つ
方
が
会
員
と
な
る
資
格
が
あ

り
、
農
作
業
事
故
の
防
止
や
農
業
機

械
の
操
作
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
現
在
の
会
員
数
は
11
名
で
、
会
長

は
大
谷
地
の
谷
地
村
和
子
さ
ん
）

　７
月
29
日
、
ク
ラ
ブ
員
９
名
が
会

発
足
後
初
め
て
の
視
察
研
修
を
行

い
、
最
初
に
訪
問
し
た
の
は
平
川
市

の
り
ん
ご
専
業
農
家
。
こ
の
農
家
で

は
、
ほ
場
の
危
険
箇
所
を
マ
ッ
プ
に

し
た
り
、
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場

合
の
連
絡
先
一
覧
表
を
農
作
業
小
屋

に
張
っ
て
お
い
た
り
と
、
常
日
頃
か

ら
働
き
や
す
い
環
境
作
り
を
心
が
け

て
い
る
こ
と
な
ど
を
園
主
か
ら
説
明

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
市

で
減
農
薬
等
で
栽
培
し
た
食
材
を
使

っ
た
食
事
を
、
月
１
回
提
供
し
て
い

る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
も
視
察
し
、
旬

の
農
産
物
で
作
ら
れ
た
ラ
ン
チ
を
味

わ
い
ま
し
た
。

わ

こ

恩師や級友といっしょに記念撮影（山村開発センターにて）

新成人を前に記念講演をする村下公一さん（新郷中学校出身） 須藤村長から記念品を贈られる福山愛季さん（左）新成人を前に記念講演をする村下公一さん（新郷中学校出身） 須藤村長から記念品を贈られる福山愛季さん（左） 村民憲章を唱和する中田圭武さん村民憲章を唱和する中田圭武さん

　今の
仕
事
を
極
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な

り
た
い
で
す
。

　
今
年
は
就
職
活
動
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
頑

張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
を

重
ね
て
も
、
み
ん
な
と
仲
良

く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

５　広報しんごう　H27・８

﨑　匠さん
さき たくみ さとう な な こ

佐藤　奈々子さん

第47回 新郷村成人祭祝祝祝
－恩師９人が教え子の成人を祝い出席－

18
人
が
新
成
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構（
医
学
研
究
科
）  

　
　
　
　教
授  

村
下
公
一
氏（
下
通
り
出
身
）が
記
念
講
演

村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
村
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

街
頭
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦

三
八
地
区
農
業
委
員
大
会

農
業
委
員
１
８
０
名
が
一
堂
に
会
す

「郷のきみ」のPRに励む農業後継者の会会員

三
八
五
グ
ル
ー
プ
と
の

　
　
　
販
売
取
引
開
始
！

「
郷
の
き
み
」

「
郷
の
き
み
」

「
郷
の
き
み
」

「
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

「
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

農
作
業
事
故
防
止
を
め
ざ
し
、

初
め
て
の
視
察
研
修
を
実
施

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
も
！



６７　広報しんごう　H27・８

　ハローワーク八戸で実施している「平日日中に
ハローワークを利用できない在職求職者等の方」を
対象にした平日夜間、土曜日の職業相談・職業紹
介の実施日が、平成27年10月１日（木）から下記の
とおり変更になりますので、お知らせいたします。
○利用対象者：平日日中にご利用できない在職求
　　　　　　　職者等の方々
○平 日 夜 間：毎週火曜・水曜・木曜日の17：15～19：00
○土　曜　日：毎月第１・第３土曜日の10：00～17：00
　※祝日、年末年始（12／29～１／３）を除く
【問】ハローワーク八戸　℡ 22－8609

ハローワーク八戸の平日夜間・土曜日開庁の実施日が変わります

　突然の病気や怪我により心停止になった場合、
「心肺蘇生法」を行うことで救命率は格段に高くなり
ます。心肺蘇生法は特殊な医療資材は必要とせず、
特別な資格がなくても誰でも行うことができます。
　心停止になった人を救うには、次の４つの要素
「救命の連鎖」が効率良く機能することが重要です。
●心停止の予防
・子どもでは怪我、溺水、窒息、成人では生活習
慣病のリスク低下等で予防が可能。

●心停止の早期認識と通報
・反応のない人をみたら心停止を疑い、１１９番
通報をする。

●一次救命処置（心肺蘇生とＡＥＤ）
・止まった心臓と呼吸を補助し、ＡＥＤ（自動
体外式除細動器）を使用する。

●二次救命処置と心拍再開後の集中治療
・医師や救急救命士による高度な救命処置と
心拍再開後の専門的治療。

☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで
（℡ ７８－２１１９）

しょうぼう情報
◆◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆◆

９月９日は「救急の日」

～第25回青森県民文化祭～

ぜひご鑑賞ください！！ぜひご鑑賞ください！！

お知らせ

◇科名、定員及び期間
機械システム工学科　　25名　２年間
（NC工作機械・アルゴン溶接・CAD等）
自動車システム工学科　30名　２年間
（２級自動車整備士の養成）
設備システム工学科　　20名　２年間
（空調・給排水衛生・電気設備等の設計・施工・管理）
制御システム工学科　　25名　２年間
（制御対象装置の設計・製作・プログラミング・保守）
◇応募資格　志望科に対する興味と就職に対する強い

目的意識を有する高等学校卒業者　　
（平成28年３月卒業見込みの者を含む）

◇願書受付期間　平成27年10月５日（月）～11月20日（金）
◇試 験 日　平成27年12月３日（木）
◇合格発表　平成27年12月10日（木）
問い合わせ先　訓練第一課 学生係 ℡ 0178－28－6811

八戸工科学院学生募集

～第25回青森県民文化祭～

　10月１日は法の日です。日常生活での困りごと
や法律上の悩みについて司法書士が無料で相談に
応じます。下記のとおり県内各地にて面談での
相談に応じますので、お気軽にお尋ねください。
主　　催　青森県司法書士会
相談内容　相続・登記・成年後見・多重債務・
　　　　　裁判所提出書類作成等
受　　付　当日先着順
◆電話相談　10月３日（土）午前10時～午後３時
　　　　　　℡ 017－752－0440
◆八戸会場　10月３日（土）午前10時～午後３時
　　　　　　　　　　　　（面談相談）
　会 場 名　ユートリー　４階　研修室
　住　　所　〒039－1102  八戸市一番町１丁目９－22
◆十和田会場　10月３日（土）午前10時～午後３時
　　　　　　　　　　　　（面談相談）
　会 場 名　イオンモール下田　２階　研修室
　　　　　　（書店カネイリの裏）
　住　　所　〒039－2112  上北郡おいらせ町中野平40－１
本件についての問い合わせ先　青森県司法書士会
　青森市長島３－５－16　℡ 017－776－8398

①南部・津軽の民謡まつり　
日時：９月27日（日）12：00～
場所：都市農村交流センター「美郷館」
　　　大ホール

②第48回青森県人形劇まつり　
日時：10月25日（日）９：00～
場所：新郷村山村開発センター３F

お問い合わせ先
　青森県民文化祭実行委員会事務局
　ＴＥＬ　０１７－７１８－５４５４
　ＦＡＸ　０１７－７１８－５４５５

「法の日 司法書士無料法律相談会」

　45歳以上の再就職でお悩みの方を対象とした、
自己分析や応募書類の書き方、面接対策等、再
就職活動に必要な能力を身に付ける為の再就職
支援セミナーを実施いたします。
　また、セミナー後に希望された方にキャリア
カウンセリングを実施しております。
※キャリアカウンセリングは電話予約いただい
た方を優先いたします。
対　　象　　45歳以上の求職中の方（雇用保険受

給者の求職活動実績に該当します）
開 催 日　　平成27年９月17日（木）・９月18日（金）
開催場所　　八戸市公会堂　小会議室
定　　員　　15名（ご予約ください）
問い合わせ先　　あおもり中高年就職支援センター

（℡ 0172－26－8430）

９月 再就職支援セミナー
＆キャリアカウンセリング

○ ジェネリック医薬品のご紹介
　先発医薬品（これまで使われてきた新薬）の特許が切れた後に医薬品メーカーが製造・販売する
「ジェネリック医薬品（後発医薬品）」は、厚生労働省から「先発医薬品と同じ有効成分を同量含んで
おり、（先発医薬品と）同等の効能や効果が得られる」と認められた医薬品です。先発医薬品に比べて
薬の値段が３割～５割程度安くなる可能性があります。ぜひジェネリック医薬品をご活用ください。
なお、ジェネリック医薬品を希望する場合は、医師や薬剤師にご相談ください。

※ジェネリック医薬品を希望する方は、お薬手帳の表紙に貼付箇所がありますので、住民グループ
より配布された「ジェネリック医薬品希望シール」をご活用ください。

○ 保険料を納期限内に納めましょう
・保険料を滞納すると、通常より有効期限が短い保険証（短期被保険者証）が交付され
ることがあります。

・天災その他特別な事情で保険料を納めることが著しく困難になった場合は、申請に
より減免等を受けられることがありますので、お早めにご相談ください。

○ 健康診査を受けましょう
　後期高齢者医療制度に加入している方を対象に、１年に１回無料で受けられる健康診査を実施し
ています。
　受診を希望される方で申込書をまだ提出していない方は、早めに提出してください。

　詳しくは、青森県後期高齢者医療広域連合（℡０１７－７２１－３８２１）または住民グループ後期高齢者
医療保険係までお問い合わせください。

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

ぜひご鑑賞ください！！

入場無料

入場無料

｢編集を終えて｣は今回お休みします。

個人事業税について

　青森地方法務局及び青森県人権擁護委員連合
会では、下記の強化週間中、平日の相談時間を
延長し、土・日曜日も電話相談を行います。
相談は無料で、秘密は守ります。ひとりで悩ま
ず、相談してください。

期　　間
　　９月７日（月）～11日（金） ８時30分～19時
　　９月12日（土）～13日（日） 10時～17時
電話番号：0570－003－110
（通常の相談時間は、平日の８時30分～17時15分）

「高齢者・障害者の人権
あんしん相談」強化週間 　個人事業税は、物品販売業、請負業、不動産

貸付業、医業、理容業などの事業を営む個人の
方に、前年中の所得をもとに課税される県の
税金です。８月上旬に送付される納税通知書に
より、原則として８月と11月の二期に分けて
納めていただきます。
　今年度の第一期分の納期限は８月31日です。
期限までにお近くのコンビニエンスストアや
金融機関などで納めてください。
※詳しくは、県庁ホームページの検索キーワー
ドに「個人事業税」を入力してください。
三八地域県民局県税部課税第一課
（代表 ℡ 0178－27－5111、内線210）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

汗
だ
く
の
体
育
館
の

コ
ン
サ
ー
ト

戸

　
来

　
れ
い
子

今
宵
ま
た
冷
素
麺
の

夕
餉
か
な

工

　
藤

　
陽

　
一

院
の
メ
ニ
ュ
ー
冷
そ
う
め
ん
に

い
な
り
ず
し

長

　
峯

　
ユ

　
リ

帰
省
子
の
帰
れ
ぬ
電
話

鳴
る
汽
笛

佐

　
藤

　
直

　
子

い
つ
も
よ
り
出
番
の
多
き

冷
そ
う
め
ん

鹿

　
島

　
惠
美
子

冷
そ
う
め
ん
孫
等
と
囲
み

皆
す
す
る

小
笠
原

　
つ
ぎ
子

竹
を
切
り
な
が
し
そ
う
め
ん

孫
等
来
て

髙

　
根

　
リ

　
サ

子
が
ら
す
の
羽
を
逆
立
て

風
が
吹
く

鹿

　
島

　
と

　
わ

冷
麦
や
戸
棚
を
探
す
ガ
ラ
ス
鉢

村

　
上

　
て

　
る



６７　広報しんごう　H27・８

　ハローワーク八戸で実施している「平日日中に
ハローワークを利用できない在職求職者等の方」を
対象にした平日夜間、土曜日の職業相談・職業紹
介の実施日が、平成27年10月１日（木）から下記の
とおり変更になりますので、お知らせいたします。
○利用対象者：平日日中にご利用できない在職求
　　　　　　　職者等の方々
○平 日 夜 間：毎週火曜・水曜・木曜日の17：15～19：00
○土　曜　日：毎月第１・第３土曜日の10：00～17：00
　※祝日、年末年始（12／29～１／３）を除く
【問】ハローワーク八戸　℡ 22－8609

ハローワーク八戸の平日夜間・土曜日開庁の実施日が変わります

　突然の病気や怪我により心停止になった場合、
「心肺蘇生法」を行うことで救命率は格段に高くなり
ます。心肺蘇生法は特殊な医療資材は必要とせず、
特別な資格がなくても誰でも行うことができます。
　心停止になった人を救うには、次の４つの要素
「救命の連鎖」が効率良く機能することが重要です。
●心停止の予防
・子どもでは怪我、溺水、窒息、成人では生活習
慣病のリスク低下等で予防が可能。

●心停止の早期認識と通報
・反応のない人をみたら心停止を疑い、１１９番
通報をする。

●一次救命処置（心肺蘇生とＡＥＤ）
・止まった心臓と呼吸を補助し、ＡＥＤ（自動
体外式除細動器）を使用する。

●二次救命処置と心拍再開後の集中治療
・医師や救急救命士による高度な救命処置と
心拍再開後の専門的治療。

☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで
（℡ ７８－２１１９）

しょうぼう情報
◆◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆◆

９月９日は「救急の日」

～第25回青森県民文化祭～

ぜひご鑑賞ください！！ぜひご鑑賞ください！！

お知らせ

◇科名、定員及び期間
機械システム工学科　　25名　２年間
（NC工作機械・アルゴン溶接・CAD等）
自動車システム工学科　30名　２年間
（２級自動車整備士の養成）
設備システム工学科　　20名　２年間
（空調・給排水衛生・電気設備等の設計・施工・管理）
制御システム工学科　　25名　２年間
（制御対象装置の設計・製作・プログラミング・保守）
◇応募資格　志望科に対する興味と就職に対する強い

目的意識を有する高等学校卒業者　　
（平成28年３月卒業見込みの者を含む）

◇願書受付期間　平成27年10月５日（月）～11月20日（金）
◇試 験 日　平成27年12月３日（木）
◇合格発表　平成27年12月10日（木）
問い合わせ先　訓練第一課 学生係 ℡ 0178－28－6811

八戸工科学院学生募集

～第25回青森県民文化祭～

　10月１日は法の日です。日常生活での困りごと
や法律上の悩みについて司法書士が無料で相談に
応じます。下記のとおり県内各地にて面談での
相談に応じますので、お気軽にお尋ねください。
主　　催　青森県司法書士会
相談内容　相続・登記・成年後見・多重債務・
　　　　　裁判所提出書類作成等
受　　付　当日先着順
◆電話相談　10月３日（土）午前10時～午後３時
　　　　　　℡ 017－752－0440
◆八戸会場　10月３日（土）午前10時～午後３時
　　　　　　　　　　　　（面談相談）
　会 場 名　ユートリー　４階　研修室
　住　　所　〒039－1102  八戸市一番町１丁目９－22
◆十和田会場　10月３日（土）午前10時～午後３時
　　　　　　　　　　　　（面談相談）
　会 場 名　イオンモール下田　２階　研修室
　　　　　　（書店カネイリの裏）
　住　　所　〒039－2112  上北郡おいらせ町中野平40－１
本件についての問い合わせ先　青森県司法書士会
　青森市長島３－５－16　℡ 017－776－8398

①南部・津軽の民謡まつり　
日時：９月27日（日）12：00～
場所：都市農村交流センター「美郷館」
　　　大ホール

②第48回青森県人形劇まつり　
日時：10月25日（日）９：00～
場所：新郷村山村開発センター３F

お問い合わせ先
　青森県民文化祭実行委員会事務局
　ＴＥＬ　０１７－７１８－５４５４
　ＦＡＸ　０１７－７１８－５４５５

「法の日 司法書士無料法律相談会」

　45歳以上の再就職でお悩みの方を対象とした、
自己分析や応募書類の書き方、面接対策等、再
就職活動に必要な能力を身に付ける為の再就職
支援セミナーを実施いたします。
　また、セミナー後に希望された方にキャリア
カウンセリングを実施しております。
※キャリアカウンセリングは電話予約いただい
た方を優先いたします。
対　　象　　45歳以上の求職中の方（雇用保険受

給者の求職活動実績に該当します）
開 催 日　　平成27年９月17日（木）・９月18日（金）
開催場所　　八戸市公会堂　小会議室
定　　員　　15名（ご予約ください）
問い合わせ先　　あおもり中高年就職支援センター

（℡ 0172－26－8430）

９月 再就職支援セミナー
＆キャリアカウンセリング

○ ジェネリック医薬品のご紹介
　先発医薬品（これまで使われてきた新薬）の特許が切れた後に医薬品メーカーが製造・販売する
「ジェネリック医薬品（後発医薬品）」は、厚生労働省から「先発医薬品と同じ有効成分を同量含んで
おり、（先発医薬品と）同等の効能や効果が得られる」と認められた医薬品です。先発医薬品に比べて
薬の値段が３割～５割程度安くなる可能性があります。ぜひジェネリック医薬品をご活用ください。
なお、ジェネリック医薬品を希望する場合は、医師や薬剤師にご相談ください。

※ジェネリック医薬品を希望する方は、お薬手帳の表紙に貼付箇所がありますので、住民グループ
より配布された「ジェネリック医薬品希望シール」をご活用ください。

○ 保険料を納期限内に納めましょう
・保険料を滞納すると、通常より有効期限が短い保険証（短期被保険者証）が交付され
ることがあります。

・天災その他特別な事情で保険料を納めることが著しく困難になった場合は、申請に
より減免等を受けられることがありますので、お早めにご相談ください。

○ 健康診査を受けましょう
　後期高齢者医療制度に加入している方を対象に、１年に１回無料で受けられる健康診査を実施し
ています。
　受診を希望される方で申込書をまだ提出していない方は、早めに提出してください。

　詳しくは、青森県後期高齢者医療広域連合（℡０１７－７２１－３８２１）または住民グループ後期高齢者
医療保険係までお問い合わせください。

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

ぜひご鑑賞ください！！

入場無料

入場無料

｢編集を終えて｣は今回お休みします。

個人事業税について

　青森地方法務局及び青森県人権擁護委員連合
会では、下記の強化週間中、平日の相談時間を
延長し、土・日曜日も電話相談を行います。
相談は無料で、秘密は守ります。ひとりで悩ま
ず、相談してください。

期　　間
　　９月７日（月）～11日（金） ８時30分～19時
　　９月12日（土）～13日（日） 10時～17時
電話番号：0570－003－110
（通常の相談時間は、平日の８時30分～17時15分）

「高齢者・障害者の人権
あんしん相談」強化週間 　個人事業税は、物品販売業、請負業、不動産

貸付業、医業、理容業などの事業を営む個人の
方に、前年中の所得をもとに課税される県の
税金です。８月上旬に送付される納税通知書に
より、原則として８月と11月の二期に分けて
納めていただきます。
　今年度の第一期分の納期限は８月31日です。
期限までにお近くのコンビニエンスストアや
金融機関などで納めてください。
※詳しくは、県庁ホームページの検索キーワー
ドに「個人事業税」を入力してください。
三八地域県民局県税部課税第一課
（代表 ℡ 0178－27－5111、内線210）
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○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

259

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

保育園のお涼み会、とっても楽し
かったな。アイスクリームにチョ
コバナナ、流しそうめんも食べた
よ。花火は音が大きくてびっくり
したけど、とってもきれいだった！！

畠山　莉菜さん（うめ組）
お母さんと弟のゆうじと一緒に
お買い物に行ったよ。ぼくは
宇宙人のおもちゃ、ゆうじは
ロケットを買ってもらったんだ！
嬉しかったな！！

佐々木　一豊くん（うめ組）
り なはたけやまき かずとよさ さ

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

長　根　郁　斗くん
Ｈ26・６・12生
（地区）戸来
（ママ）美穂

ママのねがい

いつまでも、お兄ちゃん
と仲良くいてね。

なが ね いく と

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会
平成２6年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

9 月
ながつき
September長 月

人の動き
男　1,314人（－４人）
女　1,384人（－３人）
計　2,698人（－７人）
世帯数942世帯（＋１世帯）
（平成27年７月末現在）

むらのガイド

平成27年

サファイア（青石）
̶ 徳望・誠実 ̶誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１５年９月
行　　事　　等 備　　　考日 曜

１ 火 特定健診
３ 木 特定健診（～４日）

４ 金 資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集受付（～11日）

６ 日 第23回青森県民駅伝競走大会（青森市）
７ 月 新郷温泉館休館日

８ 火 特定健診
行政相談 山村開発センター  相談室　13：00～15：00

山村開発センター

総合福祉センター　10：00～12：00

総合福祉センター

美郷館　10：00～

美郷館

美郷館　11：00～14：00

９ 水 障がい者相談日
10 木 特定健診（～11日）

資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
11 金 人権相談

第42回青森県交通安全母の会連合会三八ブロック研修会
13 日 新郷村ファン感謝デー
14 月 新郷温泉館休館日
15 火 特定健診
16 水 敬老会

17 木 母と子の栄養教室・乳幼児健康相談
特定健診（～18日）

18 金 資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日

21 月 敬老の日
20 日 第404回子ども会親子早起き掃除

22 火 国民の休日
23 水 秋分の日　第50回村民体育大会
24 木 特定健診（～25日）
25 金 狂犬病予防注射・登録　燃えないごみ収集日
27 日 南部・津軽の民謡まつり（入場無料）
28 月 新郷温泉館休館日
29 火 特定健診

30 水
国民健康保険税第２期納期限
後期高齢者医療保険料普通徴収第２期納期限
介護保険料普通徴収第２期納期限

みんなで支える国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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